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1a はじめに

しかし、道路援連システムの

るすべての接関を模擬することは極め

におけるモデルよりはる

に問題委処理 

( 3 ）種々のパラメータの重要性がわかり、理論的解析への手助けとなる


ステムで得られない内容の実験が試行錯誤的に行える


的か確率的か、 i意文視的か臣

に分けられる。
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内をいくつかのメッシュに区窃

し、不可能だと判断すれば 

図 2 4 事t 留 3 2 

障害総 （分｝

関 4 顕jけ 閤 5 と認IH:t 関係

4. 出沼郡のシミュレーショ モデル（＆） (0) 

をサブシステムとするセグメント与を 、セグメント

わせることによりトータルシステムとしての任設道路網を構築しうるよう た。なお、

から綿々の自動車の挙動会再現する必裂から個々の自動車の走行速度と 捕から挙動を

得る撤視的シミニェレ－~翠ンモデ／しによる手法を採用すそi こととした。 
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a 、 β ；変数 ( 0 

L1=a+bV,+cv,2 一一（ 1) 

Dc 十 a> L1 , 一一（ 3)

るがその時、同一議殉が

せた。

し、

データ

サイクルタイムは任意に設定できるが療障の走行速度から考

みた。

実態調査；溺訴は名

と

〉で、そ

シミニz ーレシ g ン

ロック 5 の長さを 3官邸、各車線の 1\-A

を発生し i より i恋人させ瀦算を築践し 
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胡3台／ 表 3 Jヨ舟部を閤定して交通量増加の場合

し、待ち時間

出馬時に比べて高いf疫を示 L,

出用時 jこ j：七ペて

った。 

6. おわちに

？会p 
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にシミュレーシ諮ン手誌が見遊 2:t1、御新し L でもって 

発されること与を期待している。
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Federal Ad閑 in is-

trntion, 1976 

ためのトラブイッタシミュレーシ設ンモデ

府、開. 230～ 231、平成 3 王手
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